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令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
、
13
の
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
、
4
つ
の
財

産
区
特
別
会
計
の
決
算
の

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
１
３
８
億
８

０
３
３
万
円
、
歳
出
が
１

３
３
億
８
０
８
２
万
円
と

な
り
、
令
和
３
年
度
へ
の

繰
越
事
業
の
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
3
億

８
０
７
０
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
事
業
実
施
の

影
響
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

と
も
に
過
去
最
大
の
決
算

規
模
と
な
り
ま
し
た
。

■歳入の説明

　歳入決算額は138億8033万円

で、前年度と比べて18.8%の増

となっています。新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付

金や特別定額給付金事業補助金の

皆増による国庫支出金の増加が主

な要因となっています。

　このうち町税など自主財源は全

体の23.8％、地方交付税などの

依存財源は76.2％を占めており、

町の歳入は地方交付税などに大き

く頼った構造となっています。

　町税、ふるさと納税などの寄附

金、諸収入、使用料及び手数料な

どといった自主財源の確保が町の

課題となっています。

土木費

道路・住宅整備な

どに要する経費

6億8264万円

衛生費

ごみ、し尿、病気

予防などに要する

経費

9億7833万円

商工費

商工業振興、観光

振興などに要する

経費

4億6389万円

消防費

消防・防災対策に

要する経費

2億9358万円

その他

災害復旧費、議会

運営などに要する

経費

1億2922万円

地方交付税

50億725万円

(36.1％)

依存財源

76.2％

自主財源

23.8％

町債

8億8860万円

(6.5％)
県支出金

12億8000万円

(9.2％)

国庫支出金

29億325万円

(20.9％)

各種譲与税及び

交付金

4億8004万円(3.5％)

町税

15億8804万円

(11.4％)

繰越金

4億1683万円

(3.0％)

寄附金

4億1852万円

(3.0％)

その他

8億9780万円(6.4％)

一般会計歳入 歳入合計 138億円

令和２年度

大 山 町 決 算 の 状 況


